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Summary
Exploration for collecting Miscanthus sacchariflorus in Niigata and Nagano prefectures as breeding 
material used for biomass production was carried out on November in 2014. A total of 10 accessions were 
collected in Niigata. Natural populations of M. sacchariflorus were found at riversides and roadsides in 
Niigata. A total of 7 clones were collected in Nagano. Natural populations of M. sacchariflorus were found 
at wetlands, riversides and abandoned fields mainly in the Chikuma river basin and its tributary. Natural 
populations of M. sacchariflorus were found in mountainous regions at an altitude of more than 500 m in 
both prefectures. 
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要約
    2014 年 11 月に新潟県と長野県において，バイオマス利用の育種素材としてオギ（Miscanthus 
sacchariflorus）遺伝資源の探索収集を行った．新潟県では 10 点を収集し，オギの自生集団が川
沿いや路傍で見出された．長野県では 7 点を収集し，主に千曲川の流域およびその支流の川沿い
や湿地，耕作放棄地などに自生集団がみられた．両県において，標高 500 m を越える山間地にお
いてオギの自生集団がみられた．
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目的
　地球温暖化防止，循環型社会形成，戦略的産業育成，農山漁村活性化等の観点から，「バイオマス・











sacchariflorus (Maxim.) Franch.，四倍体）とススキ（M.sinensis Andersson， 二倍体）の雑種であるジャ
イアントミスカンサス（M. x ginanteus，三倍体）は，欧米ではバイオマス生産性が高いことが報






DNA 解析により本州に自生するススキと遺伝的に異なることが明らかとなっており（Shimono et 
al. 2013; Clark et al. 2015），本州のススキを北海道で栽培した場合，交雑や種子の拡散により生態
系へ影響が及ぶ恐れがある．したがって，増殖コストは問題があるものの，種子拡散と北海道在
来集団との交雑の恐れが無い三倍体雑種を利用することが当面は望ましい．
　現在各地で利用されている三倍体雑種 ( 系統名「Illinois」) は，わが国から持ち出された１遺
伝子型を増殖したものである（Heaton et al. 2010）．「Illinois」は，北欧では特に移植年において
耐寒性が劣ることが明らかとなっている（Clifton-Brown and  Lewandowski 2000; Clifton-Brown et 













地域ではオギの自生が多い標高 100 m 以下の平野部の河川や湖沼での探索が中心で，オギの自生































　　2 日目（11 月 11 日）は，妙高市の旧新井市付近から探索を開始した．妙高市の矢代川河川
敷（No.C6）のススキとオギおよびクズなどが混在する自生地で収集した．長野県境の関川上流






の裾花川沿いで自生集団を見出し，収集した（No. C8，写真 3）．この自生地付近は標高約 800 m
で，他にも数カ所で自生がみられた．鬼無里から峠を越えた白馬村山間部の谷沿いにオギとスス
キが混在して自生しており，ここで１点収集した（No. C9）．白馬から松本へ向けて移動し，安


































Figure. Collection sites of Miscanthus sacchariflorus in Niigata and Nagano.
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Collection sites and collection number in Niigata ● and Nagano ■.
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近において１日目に自生を確認していた草丈約 250 cm の大型のオギ（No. C17）を収集した．
　新潟県では，10 点のオギ遺伝資源を収集した．日本有数の豪雪地帯として知られる十日町市
や妙高市でオギの自生集団を見出すことができた．長野県では 7 点のオギ遺伝資源を収集し，標
高 700 m 以上の高冷地で収集することができた．いずれも自生地における観察では，自生地の生
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　長野県では，標高 700 ｍ以上の高冷地でも自生がみられ，標高約 1300 ｍの菅平でも自生集団
がみられた．菅平の植生調査（林・伊藤 1985）では，オギは記録されていないことから，他の
地域から移入された可能性があり，今後は収集個体の遺伝的分析が必要である．しかし，菅平は
１月の平均気温が -6.2℃（気象庁アメダスデータ）で，札幌の気温（-3.6 ℃）より低く帯広（-7.5 
℃）や旭川（-7.5 ℃）の気温に近いことから，菅平の自生系統（No.C13）は一定の耐寒性を有す
ると考えられる．No.C13 は，自生地の草丈が約 250 cm の大型個体であったことからバイオマス
生産性が高いと予測され，寒地向けバイオマス系統育成のための素材として期待される．この他
の収集系統も，自生地での草丈が平均 236 cm の大型個体であり，バイオマス生産性が高いと予
測される．また，北海道と青森の探索収集においては，収集時の観察によると地際付近の茎の太



















たところ，宮崎県（Nishiwaki ら 2011）や鹿児島県（田村ら 2014），熊本県（小路ら 2014，上床




とが明らかとなっている（Clark et al. 2015）．また，北海道のススキの一部に，オギの遺伝子が
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JP 番号 収集番号 系統名 収集日 採取組織 地方 収集地点 緯度 経度 標高(m) 収集地帯の地形 収集地点の地形
253162 NARCH-OGI-C1 三面川 2014/11/10 栄養体および穂 新潟 新潟県村上市宮ノ下 38.257 139.502 16 平坦地 平坦地
253163 NARCH-OGI-C2 荒川 2014/11/10 栄養体および穂 新潟 新潟県村上市佐々木 38.133 139.458 11 平坦地 平坦地
253164 NARCH-OGI-C3 胎内川 2014/11/10 栄養体および穂 新潟 新潟県胎内市羽黒 38.067 139.434 47 平坦地 平坦地
253165 NARCH-OGI-C4 小国 2014/11/10 栄養体および穂 新潟 新潟県長岡市小国町桐沢 37.314 138.712 67 丘陵地 傾斜地
253166 NARCH-OGI-C5 松代 2014/11/10 栄養体および穂 新潟 新潟県十日町市犬伏 37.135 138.649 171 山間地 平坦地
253167 NARCH-OGI-C6 矢代川 2014/11/11 栄養体および穂 新潟 新潟県妙高市長森 37.022 138.235 107 丘陵地 平坦地
253168 NARCH-OGI-C7 関川 2014/11/11 栄養体および穂 新潟 新潟県妙高市兼俣 36.871 138.214 503 山間地 平坦地
253169 NARCH-OGI-C8 鬼無里 2014/11/11 栄養体および穂 長野 長野県長野市鬼無里日影 36.689 137.948 793 山間地 平坦地
253170 NARCH-OGI-C9 白馬 2014/11/11 栄養体および穂 長野 長野県北安曇郡白馬村北城 36.682 137.880 750 山間地 傾斜地
253171 NARCH-OGI-C10 安曇野 2014/11/11 栄養体および穂 長野 長野県安曇野市豊科田沢 36.305 137.930 554 平坦地 平坦地
253172 NARCH-OGI-C11 佐久 2014/11/11 栄養体および穂 長野 長野県佐久市下越 36.194 138.484 703 起伏地 傾斜地
253173 NARCH-OGI-C12 戸倉 2014/11/12 栄養体および穂 長野 長野県千曲市戸倉 36.482 138.148 385 平坦地 平坦地
253174 NARCH-OGI-C13 菅平 2014/11/12 栄養体および穂 長野 長野県上田市菅平高原 36.525 138.319 1264 丘陵地 平坦地
253175 NARCH-OGI-C14 小布施 2014/11/12 栄養体および穂 長野 長野県上高井郡小布施町山王島 36.702 138.299 336 平坦地 平坦地
253176 NARCH-OGI-C15 清津川 2014/11/12 栄養体および穂 新潟 新潟県十日町市東田尻 37.001 138.725 315 山間地 傾斜地
253177 NARCH-OGI-C16 石打 2014/11/12 栄養体および穂 新潟 新潟県南魚沼市南田中 37.015 138.828 204 平坦地 平坦地
253178 NARCH-OGI-C17 津島屋 2014/11/12 栄養体および穂 新潟 新潟県新潟市東区津島屋 37.935 139.131 7 平坦地 平坦地
Table. List of Miscanthus sacchariflorus collected in Niigata and Nagano.
新潟県と長野県におけるオギの収集リスト
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JP 番号 収集番号 生育環境 植生 土壌の状況
草丈
(cm) 生育ステージ 群落の大きさ 特徴
1) 備考
253162 NARCH-OGI-C1 三面川河畔の雑草地 灌木 , ススキ 湿潤 200 出穂（黄化） 2㎡ 太茎 国道 7 号水明橋下の河川敷
253163 NARCH-OGI-C2 荒川河川敷 オギ , オオアワダチソウ , クズ 湿潤 220 出穂（黄化） 1000㎡以上 太茎 村上市営ゴルフ場付近の大規模な群落
253164 NARCH-OGI-C3 胎内川河畔の雑草地 オギ , ヨモギ , クズ 湿潤 220 出穂（黄化） 10㎡ 太茎 胎内川堤防付近の雑草地
253165 NARCH-OGI-C4 渋海川沿いの雑草地 ヨシ , ススキ , オギ 湿潤 250 出穂（黄化） 10㎡ 太茎 渋海川沿いの斜面 , ススキが多い
253166 NARCH-OGI-C5 路傍の雑草地 ススキ , オギ 湿潤 250 出穂（黄化） 10㎡ 太茎 渋海川上流 , 国道 253 号沿い , ススキが多い
253167 NARCH-OGI-C6 矢代川河川敷 ススキ , クズ , オギ , 他 湿潤 250 出穂（黄化） 20㎡ 太茎 ススキと混在
253168 NARCH-OGI-C7 川沿いの耕作放棄地 ヨシ 湿潤 250 出穂（黄化） 5㎡ 太茎 関川上流部 , 妙高高原駅近く
253169 NARCH-OGI-C8 路傍の雑草地 ススキ , オギ 湿潤 250 出穂（黄化） 5㎡ 太茎 裾花川上流部の渓流 , 国道 406 号沿い
253170 NARCH-OGI-C9 路傍の雑草地 ススキ , オギ 湿潤 250 出穂（黄化） 10㎡ 太茎 姫川支流の渓流 , ススキが混在
253171 NARCH-OGI-C10 犀川堤防下の雑草地 オギのみ 乾燥 220 出穂（黄化） 20㎡ 太茎 付近は刈払い整備 , エプソン工場に隣接
253172 NARCH-OGI-C11 千曲川河川敷 ススキ , オギ , ヨシ 湿潤 230 出穂（黄化） 30㎡ 太茎 臼田駅近く , ススキが多い
253173 NARCH-OGI-C12 千曲川河川敷 ヨシ , オギ , 灌木 湿潤 250 出穂（黄化） 50㎡ 太茎 周辺に多数自生あり
253174 NARCH-OGI-C13 耕作地周辺 オギのみ 乾燥 250 出穂（黄化） 20㎡ 太茎 野菜畑周辺 , 付近にも自生あり
253175 NARCH-OGI-C14 千曲川河川敷 ヨシ 湿潤 230 出穂（黄化） 100㎡ 太茎 広い河川敷 , 大群落が点在
253176 NARCH-OGI-C15 清津川沿いの雑草地 ヨシ , ススキ 湿潤 250 出穂（黄化） 10㎡ 太茎 清津峡付近の渓流沿い
253177 NARCH-OGI-C16 魚野川沿いの雑草地 ススキ , オギ 湿潤 200 出穂（黄化） 5㎡ 太茎 ススキと混在 , ススキが多い
253178 NARCH-OGI-C17 道路法面 オギ 乾燥 250 出穂（黄化） 5㎡ 太茎 大型のオギ , 阿賀野川近く
1) 自生地での観察において , 茎の直径が１cm 前後を太茎 , 5 mm 前後を細茎とした .
Table  (Continued).
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Photo1. M. sacchariflorus collected in Myoukou city, Niigata (Col.No.C7, 
Sekikawa, altitude 503m).
写真１．新潟県妙高市で収集したオギ（収集番号C7、関川、標高503m）
Photo 3. M. sacchariflorus collected in Nagno city, Nagano (Col.C8, Kinasa, 
altitude 793m).
写真３．長野県長野市で収集したオギ（収集番号C8、鬼無里、標高793m）
Photo 4. M. sacchariflorus collected in Ueda city, Nagano (Col.No.C13, Sugadaira, 
altitude 1264m).
写真４．長野県上田市で収集したオギ（収集番号C13、菅平、標高1264m）
t  1. . sacchariflorus collected in Myoukou city, Niigata 
(Col. No. C7, Sekikawa, altitude 503 m).
写真１. 新潟県妙高市で収集したオギ （収集番号 C7, 関
川 , 標高 503 m）
Photo 2. M. sacchariflorus collected in Tookamachi city, Niigata (Col.No.C15, 
Kiyotsugawa, altitude 315m).
写真２．新潟県十日町市で収集したオギ（収集番号C15、清津川、標高315m）
Photo 2. M. sacchariflorus collected in Tookamachi city, Niigata 
(Col. No. C , Kiyotsugawa, altitude 315 m).
写真２. 新潟県十日町市で収集したオギ（収集番号 C15, 清
津川 , 標高 315 m）
Photo 3. M. sacchariflorus collected in Nagano city, Nagano 
(Col. No. C8, Kinasa, altitude 793 m).
写真３. 長野県長野市で収集したオギ（収集番号 C8, 鬼
無里 , 標高 793 m）
Photo 4. M. sacchariflorus collecte  in Ueda city, Nagano (Col.
No. C13, Sugadaira, altitude 1264 m).
写真４. 長野県上田市で収集したオギ（収集番号 C13, 菅平 ,
標高 1264 m）
